様式第10号(第12条関係)

吉備中央町木造住宅耐震改修事業実績報告書

年　　月　　日　　

　　吉備中央町長　　　　様
補助事業者　住所　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　

　　　　　年　　月　　日付け　　第　　　号で交付決定のあった吉備中央町木造住宅耐震改修事業が完了しましたので、吉備中央町木造住宅耐震改修事業費補助金交付要綱第12条の規定により、次のとおり報告します。

	補助年度
	　　　　　　　　　　　　年度

	補助金の名称
	吉備中央町木造住宅耐震改修事業費補助金

	補助事業の施行場所
	吉備中央町

	補助事業の着手年月日及び完了年月日
	着手　　　　　　年　　　月　　　日

完了　　　　　　年　　　月　　　日

	補助事業の経費精算額
	　　　　　　　　　　　　　　　　円

	補助金の交付決定額
	　　　　　　　　　　　　　　　　円

	添付書類
	1　事業実績調書(別紙2)
2　工事契約書の写し
3　工事代金の支払い証書
	確認欄

	
	
	1　□
2　□
3　□

	備考　※記入不要
	　










別紙2
事業実績調書

	補助事業者の氏名
	　

	既存住宅の所在地
	吉備中央町

	既存住宅の床面積
	延床面積　　　　：　　　　　　m2
うち店舗等の面積：　　　　　　m2(割合：　　　　％)

	耐震補強の方法
	工法：

	耐震性能の評価手法
	□　耐震診断　　　　　□　既存住宅性能評価

	既存住宅の耐震性能
	上部構造評点：

	改修後の耐震性能
	上部構造評点：

	耐震基準
	□　上部構造評点が1.0以上　　　□　耐震等級が1以上

	事業費
	　　　　　　　　　　　　　　　　円

	補助事業の経費精算額
	　　　　　　　　　　　　　　　　円

	補助対象限度額
	　　　　　　　　　　　　　　　　円

	補助基本額
	　　　　　　　　　　　　　　　　円

	補助金の精算額
	　　　　　　　　　　　　　　　　円



注1　事業費は、耐震化工事を含む工事全体の契約額(精算額)とすること。
　2　補助事業の経費精算額は、事業費から耐震化工事に要する費用以外を除いた額とすること。
　3　補助対象限度額は、既存住宅の延床面積に34,100円を乗じた額とすること。
　4　補助基本額は、補助事業の経費精算額と補助対象限度額を比較し、いずれか低い方の額に0.23を乗じた額(1,000円未満切り捨て)とすること。
　5　補助金の精算額は、補助基本額以内の額(1,000円未満切り捨て)とし、補助基本額が460,000円を超える場合は460,000円以内の額(1,000円未満切り捨て)とすること。

